
を
支
給
さ
れ
、
出
征
準
備
に
お
お
わ
ら
わ
で
し
た
。
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か
ら
軍
用
列
車
で
征
途
に
つ
く
。

私
が
警
視
庁
警
察
官
と
し
て
、
深
川
扇
橋
警
察
署
に
在
職
中
、
昭
和
十
二
年
五
月
一

日
に
華
燭
の
典
を
挙
げ
、
新
婚
生
活
で
愛
の
巣
に
浸
っ
て
い
た
。
七
月
七
日
夜
、
中
国

北
京
市
郊
外
の
慮
溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
日
支
事
変
が
勃
発
し
た
。

戦
火
は
北
支
か
ら
中
支
に
広
が
り
、
日
支
両
国
政
府
は
不
拡
大
局
地
解
決
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
外
交
交
渉
な
ら
ず
、
事
変
は
遂
に
全
面
的
な
戦
争
状
態
と
な
り
、
以
来

両
国
は
国
力
を
賭
し
て
八
年
に
及
び
相
闘
う
こ
と
に
な
っ
た
。

動
員
下
令
出
征

昭
和
十
二
年
七
月
二
十
七
日
郷
里
の
鹿
児
島
歩
兵
第
四
十
五
連
隊
に
動
員
令
が
下
り
、

同
日
早
朝
私
に
も
召
集
令
状
が
伝
達
さ
れ
た
。
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
夢
破
れ
七
月
三
十
日

入
隊
命
令
を
受
け
、
出
征
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
在
郷
軍
人
・
愛
国
婦
人
会
•
町
内
会
の

人
々
の
祝
福
を
受
け
、
取
る
物
も
取
り
あ
え
ず
、
七
月
二
十
七
日
午
後
一
時
三
十
分
東

京
発
の
特
急
列
車
で
出
発
、
二
十
八
日
帰
郷
親
戚
・
村
人
・
部
落
の
方
々
の
出
征
祝
い

と
激
励
に
、
た
だ
行
っ
て
来
ま
す
と
言
葉
を
交
す
だ
け
で
、
通
り
魔
の
よ
う
な
ス
ピ
ー

ド
入
隊
で
し
た
。

七
月
三
十
日
入
隊
、
鹿
児
島
歩
兵
第
四
十
五
連
隊
•
第
二
大
隊
・
第
七
中
隊
•
第
一

小
隊
•
第
一
分
隊
所
属
と
な
り
、
当
日
軍
服
・
鉄
砲
・
剣
・
背
嚢
・
実
弾
等
の
軍
需
品

日
支
事
変
勃
発

日

支

事

変

に

従

軍

そ
し
て
七
月
三
十
一
日
に
は
、
出
征
将
兵
全
員
の
軍
装
検
査
が
行
わ
れ
、
八
月
一
日

い
よ
い
よ
出
征
、
沿
道
に
は
手
に
手
に
日
の
丸
の
小
旗
を
持
っ
た
小
学
庄
一
・
在
郷
軍
人
・

愛
国
婦
人
会
・
街
の
人
々
の
人
垣
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
城
山
山
頂
か
ら
は
花
火
が
上
り
、

進
軍
ラ
ッ
。
ハ
吹
奏
の
も
と
に
万
歳
・
万
歳
の
歓
呼
の
声
が
天
地
に
こ
だ
ま
し
、
愛
国
婦

人
会
員
は
街
頭
に
立
ち
千
人
針
を
縫
う
者
、
出
征
兵
士
と
並
ん
で
歩
き
な
が
ら
別
れ
を

惜
し
む
新
妻
、
家
族
達
に
見
送
ら
れ
照
国
神
社
に
参
拝
武
運
長
久
を
祈
願
、
鹿
児
島
駅

連
隊
は
八
月
二
日
門
司
港
に
集
結
、
二
日
同
地
に
滞
在
、
八
月
四
日
乗
船
、
八
月
五

日
朝
鮮
釜
山
港
に
到
着
、
既
に
熊
本
・
大
分
・
都
城
の
各
部
隊
は
先
着
し
て
上
陸
に
待

機
し
て
い
た
、

八
月
六
日
上
陸
し
て
四
日
間
滞
在
、
八
月
十
日
釜
山
か
ら
再
び
軍
用
列
車
で
朝
鮮
を

縦
断
、
京
城
・
安
東
を
通
過
、
八
月
十
三
日
錦
洲
を
経
て
一
望
千
里
の
大
平
原
を
突
き

進
ん
で
山
海
関
に
到
着
。

軍
用
列
車
と
言
っ
て
も
、
軍
隊
の
移
動
を
隠
蔽
す
る
た
め
、
外
部
か
ら
見
え
な
い
満

鉄
の
ボ
ギ
ー
貨
車
を
上
下
二
段
に
仕
切
り
藁
を
敷
き
、
四
斗
樽
に
水
を
入
れ
て
冷
し
て

あ
っ
た
が
、
大
陸
の
炎
熱
と
将
兵
の
人
い
き
れ
と
内
外
の
熱
気
で
日
射
病
、
発
熱
者
が

続
出
し
て
体
中
が
汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
動
物
同
様
な
扱
い
で
、
空
腹
で
咽
喉
が
渇
き

蒸
し
風
呂
同
然
の
日
が
半
月
に
も
及
ん
だ
。

北

迫

清

次

（
藤
原
町

•
7
9歳
）
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あ
っ
た
。

我
が
軍
の
集
結
と
作
戦
計
画
の
た
め
、
日
支
事
変
発
端
の
地
永
定
河
畔
に
数
力
月
警

備
に
つ
い
て
い
た
が
、
後
続
部
隊
の
集
結
と
作
戦
計
画
が
終
了
し
た
九
月
十
四
日
夜
陰

に
乗
じ
永
定
河
の
渡
河
進
撃
を
開
始
、
怒
濤
の
如
く
押
し
寄
せ
る
日
本
軍
の
攻
撃
に
抗

し
切
れ
ず
、
支
那
軍
は
敗
走
に
次
ぐ
敗
走
で
敵
兵
の
姿
さ
え
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
見

事
な
退
却
で
し
た
。

せ
っ
か

第
六
師
団
は
平
漢
線
に
沿
う
地
区
を
前
進
し
、
保
定
を
占
領
し
、
機
を
失
せ
ず
石
家

そ

う

て

い

こ

う

じ

ょ

す

い

荘
に
向
い
敵
を
追
撃
す
る
よ
う
命
令
を
受
け
、
前
進
陣
地
の
定
興
・
徐
水
を
奪
い
、
九

月
二
十
四
日
未
明
砲
兵
隊
の
支
援
の
も
と
に
保
定
城
の
破
壊
射
撃
が
開
始
さ
れ
、
数
時

間
に
及
ぶ
連
続
攻
撃
で
堅
固
な
城
壁
も
破
壊
さ
れ
突
破
口
が
で
き
、
翌
朝
に
は
敵
陣
地

に
突
入
し
占
領
さ
れ
た
。
敵
は
敗
走
し
た
が
、
こ
の
会
戦
で
戦
死
者
・
負
傷
者
も
多
数

正
定
城
の
攻
撃

せ
い
て
い

正
定
は
平
漢
線
沿
線
に
あ
る
軍
事
上
枢
要
な
地
点
で
あ
る
。
南
に
溝
氾
河
が
流
れ
西

は
大
行
山
脈
に
接
し
周
囲
十
三
粁
、
城
壁
も
十
米
の
厚
さ
、
そ
の
上
外
壕
が
あ
っ
て
最

も
堅
固
な
陣
地
で
あ
る
。

十
月
十
七
日
正
定
に
集
結
し
た
我
が
軍
は
、
野
戦
重
砲
・
野
砲
隊
の
応
援
を
受
け
城

保
定
会
戦

我
が
軍
は
昼
夜
兼
行
で
追
撃
を
加
え
、
保
定
の
要
衡
に
迫
っ
た
。

ヽ
こ
。

し

t

戦
斗
開
始

え
い
て
い
か

永
定
河
渡
河

ほ
え
た
い

八
月
十
四
日
夜
半
天
津
を
通
過
、
十
五
日
目
的
地
の
北
京
市
郊
外
の
豊
台
駅
で
下
車
、

黄
林
に
到
着
、
戦
地
に
一
歩
を
印
す
。

各
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
宿
営
に
つ
き
、
敵
地
で
の
第
一
夜
を
過
ご
す
。
背
嚢
を
枕
に
汗

と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
い
つ
し
か
兵
士
達
は
長
途
の
列
車
輸
送
の
疲
れ
で
深
い
眠
り
に
つ

す
る
も
の
さ
え
い
た
。

か
れ
戦
闘
は
持
久
戦
の
様
相
を
示
す
に
至
っ
た
。

転
進
命
令

防
備
が
加
え
ら
れ
、
渡
河
進
撃
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

壁
突
破
を
図
っ
た
が
失
敗
を
重
ね
た
。
城
の
回
り
が
水
壕
と
綿
畑
で
平
地
で
城
壁
か
ら

探
照
灯
で
我
が
軍
の
動
き
を
捉
え
一
斉
射
撃
を
受
け
、
中
隊
長
・
小
隊
長
・
兵
士
の
戦

死
傷
が
続
出
し
て
戦
闘
は
一
進
一
退
を
続
け
て
い
た
が
、
包
囲
作
戦
と
重
砲
隊
の
集
中

砲
撃
に
よ
り
、
さ
し
も
の
堅
固
な
陣
地
も
夜
襲
攻
撃
の
連
続
で
一
角
が
崩
れ
、
北
門
西

方
の
城
壁
を
占
領
さ
れ
た
敵
軍
は
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

せ
っ
か
そ
う

檸
柁
河
渡
河
と
石
家
荘
攻
略

檸
花
河
は
正
定
・
石
家
荘
の
間
を
東
流
し
、
天
津
に
至
る
大
河
で
川
幅
も
千
米
、
水

深
三
米
で
も
っ
と
も
急
流
で
天
然
の
防
衛
線
、
対
岸
に
は
濠
を
掘
り
畳
を
築
き
堅
固
に

十
月
二
十
日
渡
河
進
撃
支
援
の
た
め
、
野
戦
重
砲
・
野
砲
百
門
の
砲
列
で
一
斉
に
攻

撃
、
そ
の
間
に
工
兵
隊
に
よ
っ
て
鉄
舟
架
橋
作
業
が
行
わ
れ
、
白
昼
の
強
行
渡
河
進
撃
し
ょ
う

で
若
干
の
戦
死
傷
者
が
あ
っ
た
が
渡
河
は
成
功
。
直
ち
に
石
家
荘
を
占
領
、
簗
城
、
趙

け
ん県
に
向
っ
て
進
撃
。

我
が
軍
は
正
定
攻
略
後
、
果
敢
に
進
撃
中
で
あ
っ
た
が
、
全
般
の
情
勢
は
必
ら
ず
し

も
日
本
軍
の
絶
対
優
勢
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
中
支
の
上
海
方
面
に
新
た
に
戦
端
が
開

主
戦
場
が
中
支
揚
子
江
流
域
に
移
動
す
る
に
及
び
第
六
師
団
・
第
十
六
師
団
及
び
岡

崎
支
隊
は
と
も
に
上
海
方
面
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
石
家
荘
に
集
結
、
連
隊
は

た
ん
く
1

十
月
二
十
四
日
よ
り
列
車
輸
送
に
よ
り
石
家
荘
を
出
発
、
天
津
郊
外
の
塘
油
に
向
い
十

月
三
十
日
塘
泊
の
埠
頭
か
ら
輸
送
船
で
極
秘
に
船
は
北
支
を
離
れ
東
支
那
海
を
東
進
せ

り
、
何
も
知
ら
な
い
兵
士
達
は
船
が
東
に
向
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
凱
旋
だ
と
早
合
点

坑
洲
湾
上
陸
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さ
れ
た
。

坑
洲
湾
に
上
陸
し
た
我
が
軍
の
精
鋭
は
、
金
山
衛
松
江
・
毘
山
・
蘇
洲
に
進
み
、
上

安
隊
を
組
織
し
て
治
安
維
持
の
任
に
従
事
し
た
。

宜
憮
工
作
に
従
事
し
た
。

に
当
っ
た
。

し
か
し
上
陸
後
が
大
変
で
、
金
山
衛
付
近
一
帯
は
水
田
地
帯
で
沼
地
帯
、
然
も
ク
リ
ー

こ。t
 

ま
た
同
日
慰
霊
祭
も
挙
行
さ
れ
戦
死
者
に
対
し
弔
意
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

塘
泊
に
集
結
し
た
我
が
部
隊
は
、
十
月
三
十
日
輸
送
船
に
乗
船
、
船
団
は
黄
海
を
南

ひ

っ

ぼ

下
し
て
、
十
一
月
一
日
朝
鮮
南
端
木
浦
沖
の
入
口
八
口
浦
に
集
結
、
十
一
月
三
日
夜
半

八
口
浦
を
出
航
、
第
十
八
師
団
・
第
百
十
四
師
団
の
船
団
と
合
流
、
船
団
は
二
梯
団
編

成
一
梯
団
五
十
隻
で
百
隻
に
よ
る
大
船
団
が
海
軍
艦
隊
に
守
ら
れ
、
見
渡
す
限
り
の
水

平
線
を
二
列
縦
隊
と
な
り
、
紬
鑢
相
ふ
く
む
、
堂
々
海
を
圧
し
壮
観
を
極
め
「
日
本
軍

百
万
上
陸
」
と
敵
に
言
わ
し
め
る
程
の
大
船
団
が
坑
洲
湾
に
向
い
十
一
月
五
日
未
明
坑

情
報
に
よ
る
と
坑
洲
湾
岸
に
配
備
さ
れ
た
敵
兵
は
二
個
師
団
で
要
塞
を
備
え
堅
固
な

永
久
陣
地
を
構
築
し
て
完
壁
な
守
り
で
、
そ
の
上
坑
洲
湾
は
潮
流
が
激
し
く
、
ま
た
干

満
の
差
が
大
き
く
上
陸
に
困
難
を
極
め
た
が
、
十
一
月
五
日
夜
明
け
を
期
し
て
奇
襲
上

き
ん
ざ
ん
え
い

陸
を
敢
行
、
夜
が
白
々
と
明
け
る
頃
に
は
全
軍
が
上
陸
に
成
功
し
て
金
山
衛
を
制
圧
し

ク
が
縦
横
に
走
り
、
至
る
と
こ
ろ
に
ク
リ
ー
ク
が
行
手
を
遮
り
迂
回
に
迂
回
を
重
ね
、

加
え
て
降
雨
に
見
舞
わ
れ
、
水
田
は
膝
ま
で
没
す
る
沼
地
で
前
進
を
阻
ま
れ
戦
闘
は
困

難
を
極
め
た
。な
ん
き
ん

首
都
南
京
の
攻
略

海
方
面
の
敵
の
退
路
を
遮
断
し
、
臓
滅
的
打
撃
を
与
え
た
が
折
り
悪
し
く
「
コ
レ
ラ
」

が
発
生
し
、
各
部
隊
は
一
斉
に
予
防
接
種
を
施
す
た
め
数
日
戦
闘
の
中
座
を
余
儀
な
く

十
二
月
一
日
に
至
り
首
都
南
京
を
攻
略
せ
よ
と
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、
第
六
師
団

は
直
ち
に
南
京
に
急
進
す
る
た
め
、
上
海
派
遣
の
各
部
隊
と
怒
濤
の
如
く
南
京
に
向
っ

て
進
撃
、
我
が
鹿
児
島
歩
兵
第
四
十
五
連
隊
は
闘
山
の
敵
を
攻
撃
、
八
日
夕
刻
か
ら
夜

襲
を
か
け
山
頂
を
占
領
し
た
。

敵
は
南
京
城
の
紫
金
山
に
砲
列
を
敷
き
、
ま
た
城
壁
に
は
ト
チ
カ
ー
を
備
え
迫
撃
砲

や
機
関
銃
を
備
え
乱
射
し
前
進
を
は
ば
ま
れ
、
苦
戦
の
連
続
で
一
時
は
退
却
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
空
か
ら
と
砲
兵
隊
の
攻
撃
で
十
二
月
十
二
日
夕
刻
に
漸
く
南
京
城
の
西

南
角
を
完
全
に
占
領
、
各
部
隊
も
先
を
争
っ
て
占
領
、
遂
に
敵
の
大
軍
も
下
関
方
面
に

退
却
せ
し
め
、
三
十
数
門
の
砲
車
・
大
量
の
小
銃
・
機
関
銃
並
び
に
数
百
頭
の
軍
馬
を

捕
獲
、
五
千
余
名
に
も
及
ぶ
敵
兵
の
捕
虜
を
得
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
三
日
南
京
は

十
二
月
十
七
日
に
は
南
京
城
入
城
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
戦
闘
に
参
加
し
た
約
十
個
師

団
の
代
表
部
隊
が
軍
旗
を
先
頭
に
、
軍
楽
隊
の
吹
奏
の
も
と
に
戦
死
者
の
遺
骨
を
抱
い

て
、
上
海
派
遣
軍
司
令
官
松
井
石
根
大
将
及
び
幕
僚
と
将
兵
の
入
場
行
進
が
行
わ
れ
、

和
平
交
渉
の
た
め
一
時
休
戦

南
京
の
攻
略
に
よ
り
、
中
支
方
面
の
戦
局
は
一
段
落
を
告
げ
た
。
政
府
は
依
然
と
し

て
和
平
交
渉
の
推
移
と
工
作
が
続
け
ら
れ
た
が
、
結
局
和
平
工
作
は
挫
折
し
、
交
渉
に

よ
る
早
期
解
決
の
期
待
は
遠
ざ
か
っ
た
模
様
で
あ
っ
た
。

た

い

へ

い

ふ

ぶ

こ

我
が
部
隊
は
南
京
の
西
方
太
平
府
並
び
に
無
湖
地
区
に
移
動
し
、
警
備
・
残
敵
掃
蕩

私
は
警
視
庁
警
察
官
の
経
歴
者
と
い
う
こ
と
で
、
軍
の
特
務
機
関
に
編
入
さ
れ
宜
憮

班
の
班
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
逃
避
し
て
い
た
現
住
民
を
探
し
出
し
帰
順
を
促
し
和
平
の
働

き
か
け
を
行
い
、
自
治
組
織
を
結
成
し
て
住
民
の
治
安
•
安
定
和
平
の
働
き
か
け
等
の

更
に
補
助
憲
兵
に
任
命
さ
れ
、
憲
兵
隊
本
部
の
無
湖
で
中
国
現
住
民
を
採
用
し
て
保

遂
に
陥
落
し
た
。

洲
湾
泊
地
に
進
入
し
た
。
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い
占
領
さ
れ
た
。

黄
梅
の
攻
略
戦
に
よ
り
戦
傷

武
漢
三
鎮
の
作
戦

昭
和
十
二
年
十
二
月
士
二
日
敵
の
首
都
南
京
を
陥
落
し
、
中
支
方
面
の
戦
局
は
一
段

落
し
た
た
め
、
日
本
政
府
は
国
民
政
府
に
和
平
交
渉
を
行
っ
た
が
、
国
民
政
府
は
広
大

な
領
土
を
利
用
し
て
日
本
軍
を
奥
地
山
岳
に
引
き
込
み
打
撃
を
加
え
る
作
戦
で
、
政
府

機
関
は
武
漢
及
び
重
慶
方
面
に
移
し
、
和
平
ど
こ
ろ
か
英
・
米
・
仏
等
と
図
り
徹
底
抗

戦
の
挙
に
出
た
た
め
、
昭
和
十
三
年
六
月
十
五
日
御
前
会
議
に
お
い
て
漢
口
攻
撃
作
戦

が
決
定
、
私
の
憲
兵
の
任
務
も
解
除
と
な
り
連
隊
に
復
帰
、
昭
和
十
三
年
七
月
二
十
日

行
動
開
始
。
揚
子
江
沿
い
に
第
二
軍
は
大
別
山
脈
の
北
側
よ
り
進
撃
、
私
達
第
十
一
軍

は
揚
子
江
に
沿
う
地
区
を
漢
口
攻
略
の
主
軸
部
隊
と
な
り
、
海
軍
・
航
空
隊
の
三
軍
が

一
体
と
な
り
作
戦
を
開
始
し
た
。

敵
の
武
漢
防
衛
陣
地
は
、
極
め
て
堅
固
で
外
囲
は
九
宮
山
脈
・
大
加
山
山
脈
に
囲
ま

れ
た
天
然
の
要
塞
に
十
個
師
団
の
兵
力
を
配
置
し
て
、
我
が
軍
の
前
進
を
塞
ぎ
国
民
政

安
慶
は
南
京
の
上
流
、
揚
子
江
に
望
む
要
地
で
、
漢
口
作
戦
の
前
進
基
地
で
あ
っ
た
。

歩
兵
部
隊
と
揚
子
江
か
ら
海
軍
部
隊
、
更
に
慮
洲
方
面
か
ら
南
下
部
隊
の
狭
撃
に
あ

我
が
第
六
師
団
は
速
か
に
前
進
を
開
始
し
、
安
慶
・
宿
松
を
占
領
黄
梅
に
向
っ
た
。

黄
梅
は
武
漢
防
衛
の
前
進
主
陣
地
で
、
七
個
師
団
の
兵
力
を
投
入
し
て
い
た
。
敵
軍

は
淳
亭
河
の
既
設
陣
地
で
頑
強
に
抵
抗
し
、
二
十
六
日
夕
刻
に
は
大
別
山
長
谷
方
面
か

ら
有
力
な
敵
軍
が
我
が
軍
の
包
囲
作
戦
の
挙
に
出
、
な
お
北
支
方
面
か
ら
も
増
強
さ
れ

数
万
の
敵
と
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
連
日
連
夜
の
死
闘
が
続
き
各
地
の
戦
場
が
一
進
一
退

の
戦
闘
、
二
十
米
位
の
至
近
距
離
で
手
梱
弾
の
投
げ
合
い
、
白
兵
戦
の
連
続
、
―
つ
の

府
の
最
重
拠
点
で
あ
っ
た
。

あ
ん
け
い

安
慶
の
攻
略

な
い
日
が
続
い
た
。

い
る
様
子
で
し
た
。

四
十
度
に
も
の
ぼ
る
高
熱
で
精
神
が
異
常
と
な
る
。

れ
た
。

丘
を
取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り
激
戦
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
私
も
こ
の
黄
梅
の
激
戦
で
右

膝
に
手
梱
弾
の
爆
発
破
片
を
受
け
、
負
傷
し
戦
列
を
離
れ
野
戦
病
院
に
入
院
し
た
。

黄
梅
の
激
戦
で
不
肖
手
梱
弾
の
爆
発
片
を
右
膝
に
受
け
野
戦
病
院
に
入
院
、
治
療
を

受
け
僅
か
十
四
日
間
で
退
院
、
連
隊
に
復
帰
し
て
戦
闘
に
加
わ
っ
た
が
、
行
軍
で
歩
く

と
負
傷
し
た
右
膝
が
大
き
く
腫
れ
痛
み
歩
行
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
再
入
院
、
黄
梅
・

こ

う

さ

い

で

ん

か

ち

ん

ぶ

し

ょ

う

広
済
・
田
家
鎮
の
野
戦
病
院
を
転
院
、
十
一
月
に
は
前
線
の
武
昌
予
備
病
院
に
転
送
さ

「
病
は
気
か
ら
」
と
申
し
ま
す
が
、
当
時
二
十
七
オ
の
働
き
盛
り
、
分
隊
長
と
し
て

張
り
切
っ
て
い
た
若
者
が
病
院
に
入
院
す
る
と
気
落
ち
し
た
か
が
っ
く
り
し
た
の
か
、

右
膝
の
負
傷
だ
け
の
は
ず
が
武
昌
の
病
院
に
着
い
た
時
に
は
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
に
冒
さ
れ

そ
し
て
腎
臓
病
を
併
発
し
体
が
豚
の
よ
う
に
ぶ
く
ぶ
く
腫
れ
、
血
尿
が
毎
日
続
き
四

つ
の
病
を
背
負
い
病
院
で
は
死
を
さ
迷
い
、
病
状
は
一
進
一
退
が
三
カ
月
も
続
き
重
傷

患
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
衛
生
兵
・
看
護
婦
・
軍
医
ま
で
も
半
ば
締
め
死
ぬ
の
を
待
っ
て

そ
の
証
拠
に
食
事
の
配
膳
も
し
な
い
で
看
護
婦
も
軍
医
も
姿
を
見
せ
ず
診
察
も
し

こ
う
い
う
時
に
不
思
議
と
妻
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
の
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
ん

だ
。
な
ぜ
か
元
気
が
出
て
衛
生
兵
・
看
護
婦
達
が
運
ん
で
く
る
食
事
を
当
て
に
し
て
い

て
は
死
ぬ
し
か
な
い
、
い
や
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
若
さ
で
死
ぬ
の
は
早
い
、
日
本

に
は
新
妻
が
待
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
神
の
お
告
げ
で
、
腫
れ
た
重
い
体
を
犬
が
歩

く
よ
う
に
四
つ
這
い
に
な
り
、
飯
盆
片
手
に
食
事
を
自
分
で
取
り
に
行
き
、
ま
ず
い
ご

飯
を
無
理
に
体
内
に
運
ん
で
力
を
つ
け
た
。
あ
の
気
力
と
精
神
力
が
今
日
の
生
命
力
を

戦
傷
病
の
た
め
長
期
療
養
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ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
は
写
り
不
思
議
な
現
象
の
繰
り
返
し
で
終
始
し
た
。

熊
本
陸
軍
病
院
に
転
送

重
傷
患
者
と
し
て
病
院
船
に
運
ば
れ
た
私
は
上
海
港
を
出
発
、
東
支
那
海
を
東
へ
東

へ
と
進
み
、
二
日
後
の
昼
過
ぎ
小
倉
港
に
到
着
。
港
に
は
多
勢
の
人
達
が
日
の
丸
の
小

旗
を
振
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

担
架
の
上
か
ら
日
本
の
土
を
踏
み
、
感
激
と
傷
洟
軍
人
と
い
う
白
衣
を
ま
と
っ
た
患

者
と
し
て
帰
国
し
た
無
念
と
腹
立
た
し
さ
が
交
錯
し
た
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

小
倉
病
院
で
は
検
査
と
傷
の
手
当
だ
け
で
一
カ
月
い
た
が
、
妻
の
父
が
は
る
ば
る
東

京
か
ら
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
熊
本
陸
軍
病
院
に
転
送
さ
れ
る
。

藤
崎
台
病
院
で
精
密
検
査
の
結
果
、
右
膝
関
節
に
手
梱
弾
の
破
片
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
切
開
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
手
術
を
施
し
た
が
、
結
果
は
上
海
で
手
術
し

た
時
と
同
様
に
手
術
を
始
め
る
と
破
片
が
雲
隠
れ
し
て
見
え
な
く
な
る
ら
し
い
。

そ
の
回
復
を
待
っ
て
六
回
も
手
術
を
施
し
、
最
後
に
は
膝
の
表
と
裏
に
突
き
抜
け
る

大
手
術
も
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
結
果
は
同
じ
で
手
術
す
る
と
破
片
は
消
え
、
レ

軍
医
の
説
明
で
は
、
関
節
の
部
分
で
手
術
を
し
に
く
い
箇
所
で
、
無
理
を
し
て
手
術

す
る
と
膝
の
屈
伸
が
不
能
で
片
輪
に
な
る
心
配
が
あ
り
こ
れ
以
上
の
手
術
は
無
理
と
判

内
地
還
送
（
小
倉
病
）

着
い
た
時
は
マ
ラ
リ
ャ
も
治
り
、
体
の
腫
れ
も
と
れ
、
血
尿
も
な
く
な
り
、

一
週
間
後

保
持
し
た
も
の
と
思
う
。

そ
し
て
マ
ラ
リ
ヤ
治
療
に
専
念
し
た
お
陰
で
高
熱
も
下
り
、
精
神
異
状
も
平
常
に
復

し
、
南
京
に
転
送
さ
れ
、
武
昌
か
ら
揚
子
江
を
船
で
三
日
間
で
南
京
に
到
着
、
南
京
に

に
は
上
海
に
転
送
さ
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
右
膝
関
節
に
破
片
が
あ
る
こ
と
が

分
り
、
三
日
後
に
切
開
手
術
が
行
わ
れ
た
が
、
破
片
弾
は
摘
出
で
き
ず
傷
口
を
縫
い
手

術
の
翌
日
昭
和
十
四
年
一
月
一
日
内
地
還
送
の
た
め
担
架
で
病
院
船
に
運
ば
れ
る
。

十
七
日
退
院
と
同
時
に
召
集
解
除
と
な
り
、
私
の
戦
争
体
験
は
終
り
ま
す
。
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鹿
児
島
陸
軍
病
院
に
転
送
、
指
宿
温
泉
へ

と
叫
び
た
い
。

定
さ
れ
、
手
術
は
打
ち
切
ら
れ
、
足
の
屈
伸
が
不
自
由
で
歩
行
も
右
足
を
引
き
ず
っ
て

歩
く
不
具
者
と
な
っ
て
、
毎
日
按
摩
さ
ん
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
治
療
に
専
念
す
る
こ
と

六
回
も
右
膝
に
あ
る
手
梱
弾
破
片
摘
出
の
手
術
を
行
っ
た
が
失
敗
に
終
り
、
不
具
の

身
と
な
り
半
ば
締
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
陸
軍
病
院
保
養
所
熊
本
県
芦
北
郡
日
奈
久

町
日
奈
久
温
泉
に
転
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
ひ
た
す
ら
温
泉
治
療
に
専
念
し
て
一
カ
月
位
入

湯
す
る
う
ち
に
、
右
膝
関
節
の
裏
が
化
膿
し
て
破
片
ら
し
き
物
が
現
わ
れ
手
指
で
触
る

と
破
片
と
確
認
。

各
地
の
病
院
で
医
術
の
粋
を
集
め
施
療
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
片
は
摘
出
で
き

な
か
っ
た
も
の
が
、
温
泉
で
暖
め
ら
れ
自
然
に
外
部
に
露
出
し
て
医
師
の
診
断
で
ピ
ン

セ
ッ
ト
で
簡
単
に
挟
み
と
り
、
化
膿
し
た
部
分
の
治
療
で
不
自
由
で
あ
っ
た
右
足
の
屈

伸
も
自
由
と
な
り
、
完
全
に
五
体
が
満
足
な
状
態
に
復
し
、
こ
の
温
泉
が
私
の
生
涯
を

救
い
、
人
生
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

温
泉
の
効
能
が
こ
ん
な
に
あ
る
と
は
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
温
泉
様

鹿
児
島
陸
軍
病
院
に
転
送
さ
れ
、
直
ち
に
指
宿
温
泉
に
転
地
が
許
さ
れ
、
心
身
と
も

健
康
も
回
復
し
一
年
有
余
に
及
ぶ
療
養
生
活
も
終
り
を
告
げ
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二

不
具
の
身
が
温
泉
で
快
癒

に
な
っ
た
。
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